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沖縄県全ての海岸線情報をＨＰに掲載

インターネットで提供中の県内環境脆弱性指標図に、これまで未掲載だった宮古島、石垣島などの海岸線情報を追加しま
す。本図により海岸の種類、珊瑚礁、干潟、藻場の分布などを知ることができますので、海岸の油防除作業に活用されるほ
か、漁業、マリンレジャーの参考資料としてもご利用ください。

～油流出による環境被害に備える環境脆弱性指標図を更新～

インターネットの掲載場所：第十一管区ホームページ【http://www.kaiho.mlit.go.jp/11kanku】の＞十一管ガイド＞海洋情報

環境脆弱性指標図（波照間島）抜粋



（注３）大規模な油流出事故等が発生した場合、的確な対応をとるために必要な沿岸域の様々な情報（地理情報、自然情報、
社会情報、防災情報など）を言います。この情報は、海上保安庁が保有する情報に加え、関係省庁・地方公共団体等の協力を
得て収集し、データベースとして管理しています。

（注２）Ceis Netは電子地図上に沿岸海域環境保全情報（注３）を重ねて表示できる地理情報システムです。

環境脆弱性指標図の掲載情報
海岸線の環境脆弱性指標（注１）、珊瑚礁、藻場、湿地、マングローブ、油回収装置、

オイルフェンス、油保管施設、漁業権区域、港湾、マリーナ、取水施設など。
※これらの情報は、海上保安庁海洋情報部がインターネットで提供しているCeis Net（注２）のデータベースを利用していま

す。

ＥＳＩ(環境脆弱性指標）数値と海岸線種類 主なシンボルマーク一覧

（注１）環境脆弱性指標（ＥＳＩ）について
海岸の油防除作業のため海岸線を開放性・遮蔽性、岩場・砂浜、干潟、植生などにより大きく１０種類、砂や湿地などの種類に

よる細分類を含めて、全部で１８種類に分類し指標値を与えています。
（ＥＳＩ:Environmental Sensitivity Index）


